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平成26年労働災害発生状況（H26.10.31時点）

・第3次産業が全体の約45％を占める状況

【平成２６年労働災害発生の現状（10月末時点）】
・全産業で対前年比81件(8.1％)の増加（過去5年で発生件数はワースト1）
・第三次産業で対前年比29件(6.4％)の増加（過去5年で発生件数はワースト1）
・運輸交通業で対前年比15件(13.9%)の増加（過去5年で発生件数はワースト1）

・転倒（23％)、墜落・転落(20%)災害の占める割合は、
依然として高い。

・建設業（対前年比22件、16.2％増）でも災害が増加傾向
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全産業：業種別年別（各年10月末）労働災害発生状況
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全産業：平成26年（10月末）
業種別労働災害発生状況
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全産業：平成26年（10月末）
事故の型別労働災害発生状況

災害発生件数

1082件
（全産業）

厚生労働省　長崎労働局




